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小中学校学習指導案の表記に関する工夫
一板書型学習指導案に着目して一 
Devices Concerning Notation of the Teaching Plan for Elementary School and 
Junior High School : Focusing on the Board-work Type of Teaching Plan 
溝 邊 和 成* 
M IZOBE Kazushige 
本報告では、 小中学校学習指導案の表記上の工夫と して、 板書型指導案を取り上げ、 それらが、 どのような特徴が見ら
れるかを明らかにしている。 山口県および北海道で作成された資料を調査対象と した。 資料分析ならびに活用経験者への
面接調査の結果から、 次の点が特徴として得られた。
山口県における板書型指導案は、 1 べ一 ジを3 つのエリアで区分し、 1つのエリアに板書が配置され、 他の2 エリアに
は 「主眼(ねらい)」 や 「指導上の留意点」、「本時の流れ」 等が設定されていた。3 区分の工夫として、 形式上のバリエー
ショ ンも見られた。 エリア間の記述の整理や単元全体の表記等に課題があった。 北海道の板書型指導案では、 カラー刷り
の 2 ページ見開きと して作成され、 配色の工夫がなされていた。 また 「資料活用のポイ ント」 や 「教師の発問」 「予想さ
れる子供の反応」 など全てのべ一 ジにわたって記されていた。 ICT の活用等と ともに書き込みや保存が可能であることが
望まれた。 活用経験のある教員は、 いずれの板書型指導案も、 教師の教材研究や授業実施に役立つととらえていた。 
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1 はじめに
昨今、「主体的、 協働的で深い学び」 が注日され(文





スケ ッチ註) の工夫が僅かながら見られ始めている。 関





















の 「授業づく り拠点校研修会事例集(平成27年度)」 に
見られる板書型指導案ならびに同課が示す 「板書型指導
案活用のすすめ」 を対象としている。 また、 本指導案の
作成経験のある同課の職員2 名 (男性 1 名、 女性1 名) 
を対象に面接形式で、 長所と改善点について質問を行い
(20分程度)、 その回答を整理した。 実施時期は、平成30 




とする。 本連盟のメ ンバ (ー男性教員 1 名) と北海道s 
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3 板書型指導案1
1 ) 板書型指導案 1 の形式

















平成 年 月 日( )
指導者
1 2 3 4- ① 主眼(ねらい) : 「0 0 に着目し、0 0 する活動を通
して、0 0 が理解できる」 などの表現で記述します。 
② 必要に応じて記述します。
③ 「板書型指導案」 の最も必要な要素である板書計画を






図 1 板書型指導案 1 の形式
2 ) 板書型指導案 1 の分析
前原 (2016) の報告に示された整理表では、 課題の具
体性、 発問、予想される反応、 まとめの4 項目において
出現率を示し、 その特徴を述べている。 本稿では、 各板
書型指導案 1 の項目と形式に見られる特徴を検討する。 
分析対象は、「授業づく り拠点校研修会事例集(平成27 
年度) 」 ( 山口県教育庁義務教育課) に示された42件の板
書型指導案 1 とした。
板書型指導案 1 のフオーマツトの特徴は、図1 に示す
ようにA 4 用紙の長辺を上下にして3 区分されている点
である。 第一の分析ポイ ントは、 その点に沿った表記に
なっているかである。 第二は、 項目の加除も含め、 項目
126 
がどのよう に使われているかである。 第三は、 オリ ジナ
ルなアイデアが加えられているかである。 第一ポイ ント
は、 3 つの区分とともにエリアの配置バランスなどが基
本型 (図 2、 以下 「に」 タイプと称する。) に一致して
いる場合を準拠A、 面積比が異なってはいるが、 3 つの
エリアが同じ位置にあれば、 準拠B、 エリア数が増減し
ている場合は破格B、 エリアの配置や面積が変わってい
たり、 項目設定も異なったり している場合は、 破格A 
と して分類する。 第二のポイ ントについては、 それぞれ
のエリアに記載された項目を取り上げ、 第三のポイ ント
も記述するようにした。 
図 2 板書指導案 1 : 「に」 タイプ
3 ) 板書型指導案 1 の分析結果と考察
結果は、 表1 に示す通りであった。 板書型指導案は42 
件が収録されており、 そのうち国語科は小学校: 7 校11 
件、 中学校: 7校 7件であった。 また算数科: 小学校は
7 校 8 件、 数学科: 中学校は 7 校 8 件であった。 さらに
理科は、小学校1 校 1 件、 中学校7 件であった。
形式については、小学校国語科は、11件中、 準拠A : 
5 件、準拠B : 4 件、 破格A : 2 件でいくつかの変化し
たタイプが見受けられたが、小学校算数科では、8 件中
7 件が準拠 A で形式的なバリエーショ ンは少なかった。 
逆に中学校の板書型指導案 1 では、 国語科が7 件全て準
拠 A を示し、 理科も7 件中 6 件が準拠 A であった。 そ
れに対して数学科は、 8 件中 3 件が準拠 A であったも
のの、 その他の4 件が破格 A、 1 件が準拠 B であった。 
理科においては、小学校で1 件中 1 件、 中学校で7 件中
6 件と準拠A の件数が大半を占めていた。
第 1 エリアの記載については、 1 番目に 「主眼」 また
は 「ねらい」 を掲げ、2番目を 「指導上の留意点」、3 
番日 「評価」 と している準拠A は、42件中29件を占め
ていた。 第3 エリアに見られる 「本時の流れ」 の表記も
30件を数え、 形式として受容 ・ 踏襲されていることがう
かがわれる。
準拠 A の中での工夫点と見出されるのは、 第2 エリ
アでは、 イ ラストや図を提示したり、 めあてを枠で囲っ
たりする点のほかに、 エリアをグレーにしたり (No 21)、
ナンバリ ングしている点である(No.13)。 前者は明確に
黒板とわかるよう にするため、 後者は、 「本時の流れ」
で番号のついた活動と黒板上の表記と合わせるための工
夫である。 
第 3 エリアでの工夫点として、 発問 ・ 指示を表す吹き
出しが見られる(No 7 、No 8 、No 9 、No.14、No 22)。 
それぞれが発問の吹き出しであったり、指示の内容であっ
たりする。 第3 エリア全体を1 つとせずに、3 ないし4 
区分してまとまり をつけているケースもあった(No.12、
No.14、No.15、No.16)。 また各活動に対する時間表記が
なされているものがあった(No lO、No.16、No 23、No. 
27、No 35)。 No 42の理科指導案では、 時刻表記がなさ
れていた。 いずれも限られた時間の有効活用のための工
夫といえる。
破格 A に分類された板書型指導案1 は、 表1 からも
わかるよう に、No 6 、No i l、No 30、No 31、No 32、
No 33、No41の7件であった。 図3 の分類から、No 6 は、
「二」 タイ プとなる。 また、No i l、No 30、No 31は、
「三」 タイ プとなる。 「L」 タイ プはNo 32、 「川」 タイ プ
は No 33となり、 「に」 タイ プ(図 2 ) の反転タイ プに
は No 41があてはまる。
No 6 は、 図2 の第 1 エリアと第3 エリアが融合され
て上部に位置し、 黒板部分の第2 エリアは、 下部に設定





「三」 タイ プであるNo i lは、 最上部に 「主題」 のみ
横書き表記し、 最下部には 「授業の流れ・ 指導上の留意
点」 を縦書きにして収めている。 中央部分は、 黒板を挟
む形で、 ホワイ ト ボードが配置されている。 そこに示す
内容 (読み取ったことや感じたことを表す表現例や教科
書の記述例など) は、 板書を補填する形となっており、
黒板の延長といえる。 No 30、No 31の 「三」 タイプは、
真ん中を占める板書計画の上に、 1 主題 (ねらい) 、 2 
めあて を書き、 黒板下の部分には、「授業の流れ」(左
側) と 「留意事項」(右側) をシンプルに示している。 
そう した工夫は、板書エリアを大きく し、 黒板に注目し
やすく しているといえる。
「L」 タイ プのNo.18、No 32は、 いずれも第1 エリア
から第3 エリアにまで一挙に説明していくのが特徴とい
える。 No.18は、「1 本時のねらい」 「2 指導のポイント」
「3 評価」 「4 学習の展開」 として、左上から右下への流
れを大切にしている。 同様にNo 32 も、板書を写真で掲
載しながら、 その周り を左上から左下、 そして右へ読み
進めることができるように 「1 単元名」 「2 主眼」 「3 単
元計画」 「4 本時の流れ」 と している。 単元レベルも述
べている点も工夫されている。
「川」 タイプは、 板書の位置も大きく変化している。 
No 33は、 第1 エリ アをそのままに左端にセッ ト し、 そ
の右手に 「本時の流れ」 「板書」 「板書」 「本時の流れ」
と並べている。 すなわち 「本時の流れ」 「板書」 のセッ
トが横に2 つ並び、 前半の板書は、左側に書く のでそれ
に合わせて、 「本時の流れ」 の前半部分はその左手に、




No 41は、「に」 タイ プの反転した形式となっているの
が特徴である。 左上に 「1 主題」 を記述し、 左下には
「2 本時の流れ」 を置いている。 その間に板書計画が示
されている。 それら3 つを右側から 「3 指導上の留意点」
と 「4 評価」 を表記したエリアで支えている格好となる。 
板書左に寄せ、 それを中心に項目内容を踏まえ、 取り囲
んだ形の工夫といえる。 
4 ) 面接調査結果 (板書型指導案1 )
板書型指導案 1 を作成した経験のある山口県教育庁義
務教育課の職員 2 名 (男性 1 名、女性1 名) への面接調
査は、 長所と課題を質問項目として実施した。 発話内容
を要約すると、 表2 の結果となった。 


























授業をイ メ ージしやすく 、 自己モニンタリ ングのツール
としても役立ち、 1時間の授業改善に有効であるととら
えていることがわかった。 男性職員が述べるよう に、 形
式と しては、 第1 エリ アにある 「主眼(ねらい)」 の次
に示す 「指導上の留意点」 は、第3 エリアの本時の展開
に沿って記す留意事項と重なる場合があるので、 大枠と
細部と しての扱いなど、 その差異化を図ることが望まし










全33べ一 ジからなり、 「5 年 『住みよいく らしと環境』
~ 環境を守る~」 と題されている。「本書の使い方」(同
冊子 p 3 ) には、 次のように記されている(図 4 )。
図 3 からもわかるように 「1 教科書を使おう」 「2 
板書から授業を考えましよう」 「3 発問・ 指示 ・ まと
めでバツチリ進めましよう」 で解説され、 板書にかかる
部分の 「発問、 指示、 まとめ」 の箇所も教師の顔のイラ
ストと番号が付してあり、 説明が加えられている。




ており、 その周り を教師の発問 ・ 指示が示されている。 
図 4 からもわかるように、 教師の発問は、 顔のイラスト
から出ている吹き出し(灰色) となっている。 ここでは、





いる四角 (うす灰色) は、 ここで必要としている内容で
あり、 まとめという形をとったり している。 図4 では、
子供の反応も見られる (黒板下中央)。 最下段には、 「参
考資料」 と して、 ホームページのアドレスなどが挙げら
れている。 次のべ一 ジには、 板書で使用した写真などが
資料として掲載されている。 以上、 黒板は、白い字を基
本と しているが、3色 (赤、 黄、 青) のチ ョークを使っ
て文字の囲みや線を引いたり して見やすく、 わかりやす
く している。 
2 ) 板書型指導案 2 bの分析
2016年版である板書型指導案2bは、 「私たちの生活と
食料生産 (v ol. 10)」 として 「水産業の盛んな地域」( 7 
時間) と 「これからの食料生産とわたしたち」( 4 時間) 
を扱っており、 計30べ一 ジ弱の冊子になっている。 1 時
間の内容は、 見開き2 べ一 ジ分が当てられている。
見開き左側のべ一 ジでは、 図5 の説明のよう に、 左側
には、 主な学習活動を略案で紹介しており、 その右側に
は教科書を使う ポイントを紹介している。 見開き右側の
べ一 ジでは、 上部に板書計画が貼られており、 レイ アウ
ト された板書から授業のイ メ ージを紹介している。 黒板
の写真の下部分は、 「教師のかかわり」 のポイ ント を示
している。
具体的な例を示すと、 図6 および図7 になる。 図6 
では、 最上部分に本授業が単元の何時間目であるかが記
され、 本時の活動がタイ トルと して掲げられている。 そ
の横にねらいも示されている。















図 7 では、 上半分のスペースを使って板書の写真が添








3 ) 面接調査結果 (板書型指導案 2 )
板書型指導案 2 を作成・ 活用した経験のある男性教員
1 名と活用経験のある女性教員2 名に面接 (各15~ 20分
程度) を行った結果をまとめると、 表3 の通りとなった。




図 7 板書型指導案2b-2 
小中学校学習指導案の表記に関する工夫





る, また、 カラー版なので、色使いでポイ ントが表現
できるよさがある, 「はじめ、 なか、 おわり」 のよう
にとなっていてわかりやすく 、 扱いやすい。 



































りやすい。 そのため、 教師と しての授業力などが高まる




込み・ 保存 ・ 閲覧が自由にできたりすることが考えられ
る。 また、 子供用の資料を加える案も考えられる。 
5 全体総括
本報告は、小中学校学習指導案の表記上の項目の一 つ
として挙げられる 「板書」 に着目し、 その活用が反映さ
れた学習指導案を検討している。 特に板書が指導案と一 





板書型指導案 1 では、3 つのエリアからなる形式 「に」
タイ プを用意し、 それぞれのエリアの役割を明確にした
項目を設定している点が特徴と言える。 第1 エリアは、
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のイ ラストや図の提示、 めあての枠囲い、 ナンバリ ング
など、 また第3 エリアの発問 ・ 指示を表す吹き出しなど
が挙がっている。 いずれも視覚化することによって、 指
導の意図を示す工夫といえる。
「に」 タイ プのほかに、 形式と してアレンジしている
指導案も改善のためのアイデアととらえることができる。 
「二」 「三」 「L」 「川」 および反転 「に」 タイプは、 いず
れも板書 (黒板) を中心としてその周辺にどのよう な内
容を配置すれば、 わかりやすいかに集中した工夫点であ
る。 今後も板書する行為 ・ 順序等を反映させる周辺配置
をいかにするかがより求められていく と予想する。
課題と しては、 面接によって得られた意見からもわか
るように、 第1 エリアと第3 エリアの留意点と している
内容吟味が挙げられる。 さらに、単元全体の目標や指導







板書型指導案 2 では、 1 つの教科の板書型指導案とし
て提示し、 単元ごとに毎時間のものを作成している。 A 













またもう一つの課題として挙げられる内容は、 作成 ・ 印
刷 ・ 配布等に時間と相当な労力がかかる点である。
この課題に対して、 提案されたアイデアから検討して
















以上の成果を踏まえて、 今後の研究と しては、 板書型
指導案の様々なパターンの可能性を実践的に検討してい




「ラーニ ングスケ ッチ」 の用語に関しては、 根本ら
(2009) の報告で扱っている 「学びのスケッチ」 とは異
なる (①)。
本稿では、2014年度 K市立 K小学校 (K市パイロッ
トスクール事業) での取り組みを始めとし、2015年度兵
庫教育大学附属小学校 「実践交流会」(2015.7) やネッ
トひよう ご( 日本生活科・ 総合的な学習教育学会兵庫県
支部) 夏期研修会 (2015.8) などで取り扱っている、 い
わゆる ビジュアル型の 「学習指導案」 を 「ラーニングス
ケッチ」 と称している。 また、2015年度の課題研究
「ESD からGAP を志向する生活科 ・ 総合的学習の指導
力向上をめざして~ 動的学びを支援する授業デザイン ・ 
ツール : ラーニングスケッチを考える~」 (日本生活科 ・ 
総合的な学習教育学会) としても取り上げてきている。 
学会発表 (②~④) においても 「学習指導案」 を 「ラー 
ニングスケッチ」 と して同様の扱いをしている。 
① 根本淳子・ 小山田誠・ 柴田喜幸・ 鈴木克明 (2009) ,
「学びのスケッチ」 でリ フレクシヨンを促す試み,





学習指導案 「ラー ニングスケッチ」 の進化, 第25回
日本生活科 ・ 総合的学習教育学会全国大会発表要旨
集, p 237
④ 森川茂樹・ 溝邊和成・ 田中吾子(2016) 子どもと教
師が主体的に気付きにせまる授業の工夫一 「ラー ニ
小中学校学習指導案の表記に関する工夫
ングスケッチ」 の活用一 , 第25回日本生活科 ・ 総合
的学習教育学会全国大会発表要旨集、 p 238 
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表 1 板書型指導案 1 の分析結果
No 学校名 教科 学f 形式 第1エリア 第2エリア 第3エリア 備考 
1 I市立A小 国 2 準拠 
B 
1ねらい 2 準備物 
3 評価 
き 縦書き 本日寺の流れ(学習活動・ 
内容 指導上の留意点) 
2 I市立A小 国 5 
B 
1ねらい 2 準備物 
3 評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ (学習活動・ 
内容 指導上の留意点) 
3 S町立M小 国 3 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ 
4 K市立H小 国 3 
B 
1主眼 2 準備物 
3 評価 
縦書き 縦書き 本時の流れ(導入・ 展 
開・ 終末) 
5 K市立H小 国 5 準拠 
B 
主日艮 評価 縦書き 縦書き 本時の流れ(導入・ 展 
開・ 終末) 評価 : 記号表記 
6 Y市立0小 国 4 破格 
A 
1単元名 2 ねらい 3 準備物 4学習過 
程 5指導上の留意点 6評価 
下部分 : 板書(写真 : 縦書き) 「二」 タイプ※' 
7 M市立 I小 国 2 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ 
発問 : 吹き出し 
8 M市立 I小 国 4 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 
指示 : 吹き出し 
9 M市立 I小 国 6 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 資料3 枚 縦書き 本ll寺の流れ 
発問・ 指示 : 吹き出し 
10 S市立T小 国 1 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 
時ll目表記 
11 N市立M小 国 6 破格 
A 
主日艮 縦書き 黒板両 




12 I市立A小 算 2 準拠 
A 
1ねらい 2 指導上 
の留意点 3評価 
イラスト3枚 3区分 
13 I市立A小 算 5 準拠 
A 
1ねらい 2 指導上 
の留意点 3評価 
ナンバリング 寺の流れ、大切にしたい考え 
14 T町立0小 算 6 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
4区分 
発問・ 指示 : 吹き出し 






16 H市立N小 算 6 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点開り 3 評価 3区分 日寺lヨ目表記、 構記 
17 S市立T小 算 5 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
本日寺の流れ 






19 H市立T小 算 4 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
学習過程 
20 H市立A小 理 6 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
図 本日寺の流れ 
21 I市立 I中 国 3 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き グレ 色ー 本日寺の流れ 
22 Y市立Y中 国 3 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ 
発問・ 指示 : 吹き出し 
23 S市立T中 国 1 準拠 
A 
1主眼 2 準備物 
3 評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ、日 日表記 
24 H市立K中 国 1 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本日寺の流れ 
25 U市立M中 国 3 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 
26 S市立T中 国 1 準拠 
A 




27 H市立H中 国 1 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 
発 ロ 日ノ1あり、日 日表記 
28 I市立A中 数学 2 準拠 
A 





29 H町立H中 数学 1 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
寺の流れ 
30 S市立S中 数学 3 破格 
A 
1主日艮 (ねらい) 2 
めあて 3板書計画 
および留意点 
授業の流れ ・ 留意事項 「三」 ダイブ※2 
31 s市立s中 数学 3 破格 
A 
1主日艮 (ねらい) 2 
めあて 3板書計画 
および留意点 
授業の流れ ・ 留意事項 「三」 タイプ※2 
32 Y市立K中 数学 2 破格 
A 
1単元名 2 主眼 3 単元計画 4本時の 
流れ 
黒板 : 写真 「L」 ダイブ※3 
33 S市立T中 数学 1 破格 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
板書 : 2列 本日寺の流れ : 2 列 「川」 タイプ※4 
34 S市立G中 数学 1 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
本日寺の流れ 
35 A町立A中 数学 3 準拠 
B 




36 I市立K中 理科 1 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
寺の流れ 
37 Y市立Y中 理科 2 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
寺の流れ 
38 H市立A中 理科 3 準拠 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
寺の流れ 
39 Y市立K中 理科 2 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
;本11寺の流れ 
40 U市立K中 理科 2 
A 
1主眼 2 指導上の 
留意点 3評価 
;本11寺の流れ 
41 S市立A中 理科 3 破格 
A 
1主日艮 2 寺の流れ 3指導上の留意点 4評価 反 「に」 タイプ5 
42 N市立H中 理科 1 
A 




※1 「二」 タイプ ※2 「三」 タイプ ※3 「L」 タイプ ※4 「川」 タイプ ※5 反転 「に」 タイプ
図 3 破格 Aの分類
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